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- 表　　紙 -

こころに残る水辺景観

「お堀と城下町」

岸和田市「こころに残る景観資源発掘プロジェクト」

- 岸和田市景観審議会による講評 -
岸和田城の堀ごしに、歴史の風情を感じられる本町の美しい

瓦屋根のまちなみを見ることができる水辺である。堀の水面

にスイレンが一斉に咲き誇る時期には、写生や写真撮影に多

くの人々が来訪され、四季折々の趣と親しみを感じることが

できる。岸和田城には視点場によって様々な魅力があり、ま

さに岸和田を代表する景観となっている。
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4

コラム

5

　人を大切にする経営学会会長。１９４７年生まれ。福

井県立大学教授、静岡文化芸術大学教授、法政大学大学

院政策創造研究科（地域づくり大学院）教授、同静岡サテ

ライトキャンパス長などを歴任。国や県、市町、商工会議

所などの審議会・委員会の委員を多数兼務している。著

書に『日本でいちばん大切にしたい会社』（あさ出版）、

『この会社はなぜ快進撃が続くのか』（かんき出版）など。

　
新
大
阪
駅
か
ら
車
で
小
１
時
間
ほ
ど

走
っ
た
大
阪
府
岸
和
田
市
の
小
高
い
丘

に
、
株
式
会
社
廣
野
鐵
工
所
と
い
う
社

名
の
も
の
づ
く
り
工
場
が
あ
る
。
泉
大

津
市
の
臨
海
部
か
ら
「
社
員
の
生
命
と

仕
事
を
守
る
た
め
」
と
、
２
０
１
７
年

に
、
あ
え
て
こ
の
高
台
に
全
面
移
転
し

た
の
で
あ
る
。

　
主
た
る
生
産
品
は
農
業
用
機
械
や
各

種
車
両
の
部
品
の
機
械
加
工
で
あ
る

が
、
そ
の
大
半
は
農
業
機
械
メ
ー
カ
ー

の「
ク
ボ
タ
」に
納
入
す
る
部
品
で
あ
る
。

　
創
業
は
、
現
社
長
で
あ
る
廣
野
幸

誠
氏
の
祖
父
が
、
戦
後
の
混
乱
期
の

１
９
４
５
年
に
、
部
品
加
工
の
下
請
け

企
業
と
し
て
、
堺
市
内
で
個
人
事
業
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
苦
労
と
努

力
が
実
り
、
翌
年
に
は
、
久
保
田
鉄
工

（
現
ク
ボ
タ
）
と
の
取
引
が
始
ま
り
、
以

後
、
幾
多
の
苦
難
を
乗
り
越
え
、
ク
ボ
タ

の
有
力
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
し
て
ク
ボ

タ
と
共
に
成
長
発
展
し
て
い
る
。

　
現
在
で
は
、
本
社
工
場
の
ほ
か
、
宇
都

宮
工
場
、
他
に
中
国
の
上
海
な
ど
に
３

カ
所
の
工
場
を
有
し
、
国
内
企
業
の
社

員
数
は
１
３
０
人
、
売
上
高
は
67
億
円

に
ま
で
成
長
し
て
い
る
。
同
社
の
こ
れ

ま
で
の
成
長
発
展
の
要
因
は
、
同
社
が

培
っ
た
高
度
な
生
産
技
術
力
や
生
産
管

理
力
、
さ
ら
に
は
営
業
技
術
力
な
ど
も

あ
る
が
、
と
り
わ
け
重
要
な
も
の
は
、
社

員
重
視
の
経
営
姿
勢
が
も
た
ら
し
た

「
社
員
力
」で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
、
同
社

の
強
さ
の
源
泉
で
あ
る
。

　
先
日
、
親
し
い
大
阪
の
経
営
者
と
同

社
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
廣
野
社

長
の
話
を
聞
く
と
と
も
に
、
本
社
工
場

の
隅
か
ら
隅
ま
で
案
内
し
て
い
た
だ
い

た
が
、
ハ
ー
ド
面
・
ソ
フ
ト
面
を
問
わ

ず
、「
こ
こ
ま
で
や
る
の
か…

…

」
と
感

嘆
す
る
こ
と
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
そ
れ

は
、
定
年
の
無
い
雇
用
制
度
を
は
じ
め
、

充
実
し
た
福
利
厚
生
制
度
な
ど
多
々
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
紙
面
の
都
合
で
、
ハ
ー

ド
面
の
同
社
の
特
長
の
み
述
べ
る
。

　
本
社
工
場
は
、
甲
子
園
球
場
の
約
２

倍
の
２
万
５
０
０
０
㎡
の
広
い
敷
地

に
、
こ
れ
ま
た
広
い
１
万
３
０
０
０
㎡

の
１
階
建
て
で
あ
る
。
そ
の
高
い
天
井

の
あ
ち
こ
ち
に
は
巨
大
な
最
新
の
空
調

機
が
無
数
取
り
付
け
ら
れ
て
い
た
ば
か

り
か
、
工
場
内
の
照
明
は
全
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ

で
あ
り
、
工
場
内
は
明
る
く
快
適
な
環

境
で
あ
っ
た
。余
談
で
あ
る
が
、
そ
の
電

気
代
は
工
場
の
屋
根
に
敷
か
れ
た
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
で
、
約
50
％
が
賄
わ
れ
て

い
る
と
い
う
。

　
事
務
室
は
部
署
の
仕
切
り
も
な
い
ワ

ン
フ
ロ
ア
で
あ
る
。
ま
た
事
務
室
と
工

場
も
見
え
な
い
よ
う
に
隠
す
壁
で
は
な

く
、
見
え
る
よ
う
に
透
明
の
ガ
ラ
ス
窓

で
全
て
仕
切
ら
れ
て
お
り
、
全
社
員
の

一
体
感
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
空
間
で

あ
っ
た
。

　
次
に
、
社
員
食
堂
を
は
じ
め
、
福
利
厚

生
施
設
を
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
が
、

こ
れ
も
驚
き
の
連
続
で
あ
っ
た
。
広
く

美
し
い
社
員
食
堂
や
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ

は
、
ど
こ
か
の
ホ
テ
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン

の
よ
う
で
、
し
か
も
そ
の
木
製
の
机
と

椅
子
は
全
て
近
く
の
家
具
業
者
に
特
注

し
、
椅
子
に
は
そ
れ
を
使
用
す
る
社
員

の
名
前
ま
で
書
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
ま

た
余
談
で
あ
る
が
、
椅
子
は
社
員
が
会

社
を
引
退
す
る
と
き
、
記
念
に
自
宅
に

持
ち
帰
る
の
だ
そ
う
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
も
の
づ
く
り
工
場
の
存
在

を
見
る
と
、
わ
が
国
企
業
の
在
り
方
が

よ
く
分
か
る
。

美しく快適な職場環境の廣野鐵工所

坂本　光司／さかもと・こうじ

　
平
成
30
年
５
月
22
日
、
関
西
空
港
ゴ
ル

フ
倶
楽
部
に
お
い
て
阪
南
７
商
工
会
議
所

役
員
・
議
員
懇
親
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
絶
好
の
ゴ
ル

フ
日
和
の
中
、
総
勢
49
名
の
方
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。プ
レ
ー
終
了
後
は
、
表
彰
式
を

兼
ね
た
懇
親
会
を
催
し
、
終
始
和
や
か
な

ム
ー
ド
の
中
、
団
体
優
勝
、
個
人
優
勝
者
の

挨
拶
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◇
団
体
成
績

　
優
　
勝
　
貝
塚
商
工
会
議
所

　
準
優
勝
　
堺
商
工
会
議
所

　
３
　
位
　
高
石
商
工
会
議
所

◇
個
人
成
績

　
優
　
勝
　
安
野
孝
夫
氏（
貝
塚
）

　
準
優
勝
　
佐
生
和
彦
氏（
高
石
）

　
３
　
位
　
葛
村
和
正
氏（
堺
）

　
平
成
30
年
５
月
21
日
、
ホ
テ
ル
日
航
関

西
空
港
に
お
い
て
、
大
阪
府
商
工
会
議
所

青
年
部
連
合
会
（
以
下
「
大
阪
府
青
連
」）
の

加
盟
単
会
で
あ
る
箕
面
、
北
大
阪
、
吹
田
、

守
口
門
真
、
八
尾
、
大
東
、
高
石
、
泉
大
津
、

和
泉
、
岸
和
田
、
貝
塚
、
泉
佐
野
の
12
単
会
、

約
１
７
０
名
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
が
集
ま

り
、
第
27
回
定
例
理
事
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
本
年
度
は
岸
和
田
Ｙ
Ｅ
Ｇ
か
ら
濱
川
実

直
前
会
長
が
大
阪
府
青
連
交
流
委
員
会
担

当
副
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
懇
親
会
に
は
約
１
９
０
名
が
参
加
し
、

各
商
工
会
議
所
青
年
部
が
活
気
溢
れ
る
単

会
事
業
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
今
後
の
青
年
部

の
更
な
る
飛
躍
と
勢
い
を
感
じ
る
場
と
な

り
ま
し
た
。
岸
和
田
Ｙ
Ｅ
Ｇ
か
ら
は
森
田

敏
裕
会
長
を
は
じ
め
、
多
数
の
メ
ン
バ
ー

が
参
加
し
、
他
単
会
の
メ
ン
バ
ー
と
交
流

を
は
か
り
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
大
阪
府
青
連
会
長
に
選
任
さ

れ
た
菊
野
義
和
会
長
（
泉
佐
野
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）
か

ら
前
年
度
会
長
の
保
田
敏
行
直
前
会
長

（
高
石
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）
へ
、
前
年
度
の
功
労
を
労

い
花
束
が
贈
呈
さ
れ
、
新
し
い
年
度
の
ス

タ
ー
ト
が
切
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
５
月
17
日
、
岸
和
田
商
工
会

議
所
に
お
い
て
、
岸
和
田
商
工
会
議
所
女

性
会
の
平
成
30
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
平
成
29
年
度
事
業
報
告
並
び

に
収
支
決
算
、
平
成
30
年
度
事
業
計
画
並

び
に
収
支
予
算
、
委
員
会
の
構
成
に
つ
い

て
の
審
議
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
の
役
員
は
次
の
と
お
り
で

す
。

◇
会
　
長
　
久
場
共
見
子

　
　
㈱
キ
ュ
ー
ブ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

◇
副
会
長
　
笹
部
美
千
代

　
　
㈱
ロ
ー
ズ
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ッ
フ

◇
副
会
長
　
三
森
ゆ
み
子

　
　
㈱
長
栄
会
館

◇
副
会
長
　
永
田
加
寿
恵

　
　
㈱
イ
ズ
ミ
エ
ン
ジ
ニ
ア
サ
ー
ビ
ス

◇
理
　
事
　
渋
谷
幸
子

　
　
御
菓
子
司
　
小
山
梅
花
堂

◇
理
　
事
　
川
﨑
利
栄

　
　
㈱
紺
善

◇
会
　
計
　
坂
口
和
代

　
　
坂
口
和
代
税
理
士
事
務
所

◇
監
　
事
　
吉
田
美
子

　
　
㈱
鳥
勝

女
性
会
活
動
報
告

平
成
30
年
度
通
常
総
会
を
開
催

青
年
部
活
動
報
告

大
阪
府
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会 

第
27
回
定
例
理
事
総
会
に
参
加

阪
南
７
商
工
会
議
所

役
員
・
議
員
懇
親
ゴ
ル
フ
大
会
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ド
面
の
同
社
の
特
長
の
み
述
べ
る
。

　
本
社
工
場
は
、
甲
子
園
球
場
の
約
２

倍
の
２
万
５
０
０
０
㎡
の
広
い
敷
地

に
、
こ
れ
ま
た
広
い
１
万
３
０
０
０
㎡

の
１
階
建
て
で
あ
る
。
そ
の
高
い
天
井

の
あ
ち
こ
ち
に
は
巨
大
な
最
新
の
空
調

機
が
無
数
取
り
付
け
ら
れ
て
い
た
ば
か

り
か
、
工
場
内
の
照
明
は
全
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ

で
あ
り
、
工
場
内
は
明
る
く
快
適
な
環

境
で
あ
っ
た
。余
談
で
あ
る
が
、
そ
の
電

気
代
は
工
場
の
屋
根
に
敷
か
れ
た
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
で
、
約
50
％
が
賄
わ
れ
て

い
る
と
い
う
。

　
事
務
室
は
部
署
の
仕
切
り
も
な
い
ワ

ン
フ
ロ
ア
で
あ
る
。
ま
た
事
務
室
と
工

場
も
見
え
な
い
よ
う
に
隠
す
壁
で
は
な

く
、
見
え
る
よ
う
に
透
明
の
ガ
ラ
ス
窓

で
全
て
仕
切
ら
れ
て
お
り
、
全
社
員
の

一
体
感
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
空
間
で

あ
っ
た
。

　
次
に
、
社
員
食
堂
を
は
じ
め
、
福
利
厚

生
施
設
を
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
が
、

こ
れ
も
驚
き
の
連
続
で
あ
っ
た
。
広
く

美
し
い
社
員
食
堂
や
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ

は
、
ど
こ
か
の
ホ
テ
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン

の
よ
う
で
、
し
か
も
そ
の
木
製
の
机
と

椅
子
は
全
て
近
く
の
家
具
業
者
に
特
注

し
、
椅
子
に
は
そ
れ
を
使
用
す
る
社
員

の
名
前
ま
で
書
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
ま

た
余
談
で
あ
る
が
、
椅
子
は
社
員
が
会

社
を
引
退
す
る
と
き
、
記
念
に
自
宅
に

持
ち
帰
る
の
だ
そ
う
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
も
の
づ
く
り
工
場
の
存
在

を
見
る
と
、
わ
が
国
企
業
の
在
り
方
が

よ
く
分
か
る
。

美しく快適な職場環境の廣野鐵工所

坂本　光司／さかもと・こうじ

　
平
成
30
年
５
月
22
日
、
関
西
空
港
ゴ
ル

フ
倶
楽
部
に
お
い
て
阪
南
７
商
工
会
議
所

役
員
・
議
員
懇
親
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
絶
好
の
ゴ
ル

フ
日
和
の
中
、
総
勢
49
名
の
方
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。プ
レ
ー
終
了
後
は
、
表
彰
式
を

兼
ね
た
懇
親
会
を
催
し
、
終
始
和
や
か
な

ム
ー
ド
の
中
、
団
体
優
勝
、
個
人
優
勝
者
の

挨
拶
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◇
団
体
成
績

　
優
　
勝
　
貝
塚
商
工
会
議
所

　
準
優
勝
　
堺
商
工
会
議
所

　
３
　
位
　
高
石
商
工
会
議
所

◇
個
人
成
績

　
優
　
勝
　
安
野
孝
夫
氏（
貝
塚
）

　
準
優
勝
　
佐
生
和
彦
氏（
高
石
）

　
３
　
位
　
葛
村
和
正
氏（
堺
）

　
平
成
30
年
５
月
21
日
、
ホ
テ
ル
日
航
関

西
空
港
に
お
い
て
、
大
阪
府
商
工
会
議
所

青
年
部
連
合
会
（
以
下
「
大
阪
府
青
連
」）
の

加
盟
単
会
で
あ
る
箕
面
、
北
大
阪
、
吹
田
、

守
口
門
真
、
八
尾
、
大
東
、
高
石
、
泉
大
津
、

和
泉
、
岸
和
田
、
貝
塚
、
泉
佐
野
の
12
単
会
、

約
１
７
０
名
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
が
集
ま

り
、
第
27
回
定
例
理
事
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
本
年
度
は
岸
和
田
Ｙ
Ｅ
Ｇ
か
ら
濱
川
実

直
前
会
長
が
大
阪
府
青
連
交
流
委
員
会
担

当
副
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
懇
親
会
に
は
約
１
９
０
名
が
参
加
し
、

各
商
工
会
議
所
青
年
部
が
活
気
溢
れ
る
単

会
事
業
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
今
後
の
青
年
部

の
更
な
る
飛
躍
と
勢
い
を
感
じ
る
場
と
な

り
ま
し
た
。
岸
和
田
Ｙ
Ｅ
Ｇ
か
ら
は
森
田

敏
裕
会
長
を
は
じ
め
、
多
数
の
メ
ン
バ
ー

が
参
加
し
、
他
単
会
の
メ
ン
バ
ー
と
交
流

を
は
か
り
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
大
阪
府
青
連
会
長
に
選
任
さ

れ
た
菊
野
義
和
会
長
（
泉
佐
野
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）
か

ら
前
年
度
会
長
の
保
田
敏
行
直
前
会
長

（
高
石
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）
へ
、
前
年
度
の
功
労
を
労

い
花
束
が
贈
呈
さ
れ
、
新
し
い
年
度
の
ス

タ
ー
ト
が
切
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
５
月
17
日
、
岸
和
田
商
工
会

議
所
に
お
い
て
、
岸
和
田
商
工
会
議
所
女

性
会
の
平
成
30
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
平
成
29
年
度
事
業
報
告
並
び

に
収
支
決
算
、
平
成
30
年
度
事
業
計
画
並

び
に
収
支
予
算
、
委
員
会
の
構
成
に
つ
い

て
の
審
議
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
の
役
員
は
次
の
と
お
り
で

す
。

◇
会
　
長
　
久
場
共
見
子

　
　
㈱
キ
ュ
ー
ブ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

◇
副
会
長
　
笹
部
美
千
代

　
　
㈱
ロ
ー
ズ
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ッ
フ

◇
副
会
長
　
三
森
ゆ
み
子

　
　
㈱
長
栄
会
館

◇
副
会
長
　
永
田
加
寿
恵

　
　
㈱
イ
ズ
ミ
エ
ン
ジ
ニ
ア
サ
ー
ビ
ス

◇
理
　
事
　
渋
谷
幸
子

　
　
御
菓
子
司
　
小
山
梅
花
堂

◇
理
　
事
　
川
﨑
利
栄

　
　
㈱
紺
善

◇
会
　
計
　
坂
口
和
代

　
　
坂
口
和
代
税
理
士
事
務
所

◇
監
　
事
　
吉
田
美
子

　
　
㈱
鳥
勝

女
性
会
活
動
報
告

平
成
30
年
度
通
常
総
会
を
開
催

青
年
部
活
動
報
告

大
阪
府
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会 

第
27
回
定
例
理
事
総
会
に
参
加

阪
南
７
商
工
会
議
所

役
員
・
議
員
懇
親
ゴ
ル
フ
大
会
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オ ー ナ ー

代表取締役

代表取締役

前田　悦子

森下　幸司

髙谷　幸彦

成田　孝悦

下星　　淳

宮本町

港緑町

三田町

大阪市西区

靭本町

泉佐野市

高松東

社会保険労務士事務所

電気工事業

建設業

タピオカドリンク＆

クレープの販売

コンピュータ

ソフトウェア開発

サービス

建設

サービス

サービス

建設

前田悦子社会保険

労務士事務所

ジェラフル

岸和田カンカン店

株式会社成田

システム研究所

株式会社モリシン

電気設備

事業主の皆様へ
６月は「外国人労働者問題啓発月間」です。

ハローワーク岸和田（岸和田公共職業安定所）

外国人労働者の適正な雇用・労働条件の確保と不法就労の防止にご理解と
ご協力をお願いします。
届出漏れがありませんか？外国人（特別永住者を除く）の雇入れ及び離職の
際には　「外国人雇用状況の届出」が義務付けられています。
詳しくは下記まで、お気軽にお問い合わせ願います。

〒５９６－０８２６　岸和田市作才町１２６４
℡　０７２－４３１－５５４１　（部門コード３１＃）

岸和田警察署
〒５９６－０８２６　岸和田市作才町１－１－３６
℡　０７２－４３９－１２３４

熊谷 亮丸（くまがい みつまる）

株式会社大和総研

常務取締役 調査本部副本部長 チーフエコノミスト

財務省、総務省、内閣官房、内閣府、参議院など

の公職を歴任。２０１８年より経済同友会幹事。

２０１１年より株式会社財界研究所「財界賞・経

営者賞」選考委員会　選考委員。

　
最
近
、
筆
者
は
政
府
や
自
民
党
に
対
し

て
、「
日
本
経
済
と
財
政
健
全
化
に
つ
い

て
」と
い
う
演
題
で
、
財
政
再
建
に
関
す
る

政
策
提
言
を
行
う
機
会
に
恵
ま
れ
た
。

　
３
月
１
日
に
は
、
自
民
党
本
部
で
開
催

さ
れ
た
「
財
政
再
建
に
関
す
る
特
命
委
員

会
」
に
お
招
き
い
た
だ
い
た
。同
委
員
会
に

は
岸
田
文
雄
委
員
長
（
自
由
民
主
党
　
政

務
調
査
会
長
）、
額
賀
福
志
郎
座
長
を
中
心

に
、
多
く
の
閣
僚
経
験
者
が
参
加
さ
れ
た
。

３
月
14
日
に
は
、
財
務
大
臣
の
諮
問
機
関

で
あ
る
「
財
政
制
度
等
審
議
会
」
に
お
い

て
、お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
効
果
も
あ
り
、
日
本

経
済
が
着
実
な
回
復
軌
道
を
た
ど
る
一
方

で
、
財
政
健
全
化
の
進
展
は
想
定
と
比
べ

て
遅
れ
気
味
で
あ
る
。
安
倍
政
権
は

２
０
１
８
年
３
月
に
、
20
年
度
に
か
け
て

実
施
す
る
「
経
済
・
財
政
一
体
改
革
」
の
中

間
評
価
を
公
表
し
た
。
政
府
の
財
政
健
全

化
計
画
で
は
、「
基
礎
的
財
政
収
支
（
国
債

発
行
に
よ
る
借
金
を
除
い
た
税
収
な
ど
正

味
の
歳
入
と
、
借
金
返
済
の
た
め
の
元
利

払
い
を
除
い
た
歳
出
の
収
支
）
の
赤
字
を

18
年
度
に
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ（
国
内
総
生
産
）
比

で
１
％
程
度
に
引
き
下
げ
る
」
こ
と
を
目

指
し
て
き
た
が
、
18
年
度
の
見
通
し
は
２
．

９
％
と
目
標
の
水
準
よ
り
大
幅
に
悪
化
し

た
。「
20
年
度
に
基
礎
的
財
政
収
支
黒
字

化
」
と
い
う
財
政
健
全
化
目
標
の
達
成
は

困
難
と
な
り
、
安
倍
政
権
は
、
18
年
の
夏
ご

財
政
状
況
の
悪
化
」
か
ら
生
じ
る
国
民
の

将
来
不
安
を
解
消
す
る
べ
く
、
財
政
再
建

へ
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
こ
と
が
必
要

と
な
る
。

　
大
和
総
研
が
、
経
済
協
力
開
発
機
構

（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
30
カ
国
に
お
け
る
政
府
債
務

残
高
対
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
の
変
化
が
１
人
当

た
り
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
に
与
え
る
影
響

を
試
算
し
た
と
こ
ろ
、「
政
府
債
務
残
高
対

名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
が
１
０
４
％
を
超
え
る
と

成
長
率
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
る
」可

能
性
が
示
唆
さ
れ
た
。現
在
、
日
本
の
政
府

債
務
残
高
対
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
２
０
０
％

を
超
え
て
お
り
、
も
し
現
在
の
比
率
を

10
％
ポ
イ
ン
ト
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
１
人
当
た
り
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
を

０
．
２
９
％
ポ
イ
ン
ト
改
善
で
き
る
計
算

と
な
る
。

　
具
体
的
に
は
、
近
年
わ
が
国
で
は
将
来

不
安
が
貯
蓄
率
を
押
し
上
げ
て
お
り
、
中

長
期
的
に
見
れ
ば
、
財
政
再
建
へ
の
取
り

組
み
を
受
け
て
、
個
人
の
お
金
が
貯
蓄
か

ら
消
費
に
回
る
こ
と
な
ど
を
通
じ
て
、
個

人
消
費
が
活
性
化
す
る
公
算
が
大
き
い
。

　
以
上
の
議
論
を
踏
ま
え
て
、
政
策
当
局

に
は
、
国
民
に
対
し
て
誠
意
を
持
っ
て
わ

が
国
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
説
明
す
る
と

同
時
に
、
子
や
孫
の
世
代
へ
の
負
担
の
先

送
り
を
避
け
る
べ
く
、
粘
り
強
く
財
政
再

建
へ
の
理
解
を
求
め
て
い
く
姿
勢
が
期
待

さ
れ
よ
う
。

ろ
ま
で
に
、
新
た
な
財
政
健
全
化
計
画
を

示
す
方
針
で
あ
る
。

　
健
全
な
財
政
状
況
は
、
中
長
期
的
に
持

続
可
能
な
（
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
）
経
済
成
長
を

実
現
す
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
。

　
そ
も
そ
も
、
財
政
赤
字
の
積
み
上
が
り

は
、（
１
）
将
来
世
代
へ
の
負
担
の
転
嫁
、

（
２
）
国
債
費
増
加
に
よ
る
財
政
の
硬
直
化

（
構
造
調
整
の
遅
れ
）、（
３
）「
ク
ラ
ウ
デ
ィ

ン
グ
・
ア
ウ
ト
（
大
量
の
国
債
発
行
に
よ

り
金
利
が
上
昇
し
、
民
間
の
経
済
活
動
が

抑
制
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
）」
の
発
生
、

（
４
）
悪
性
の
イ
ン
フ
レ
や
円
安
の
進
行
、

な
ど
の
ル
ー
ト
を
通
じ
て
経
済
に
甚
大
な

悪
影
響
を
及
ぼ
す
。
こ
う
し
た
財
政
赤
字

の
弊
害
を
踏
ま
え
た
上
で
、
経
済
成
長
と

財
政
再
建
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
取
り
組
む
こ

と
が
肝
要
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、「
国
民
の
将
来
不
安
の
解
消
」

と
い
う
観
点
か
ら
も
、
財
政
再
建
へ
の
取

り
組
み
は
極
め
て
重
要
だ
。
内
閣
府
の
調

査
に
よ
れ
ば
、
国
民
の
間
で
は
「
将
来
不

安
」の
要
因
と
し
て
、（
１
）雇
用
状
況
の
悪

化
、（
２
）子
育
て
、
教
育
に
対
す
る
負
担
の

増
加
、（
３
）
国
や
地
方
の
財
政
状
況
の
悪

化
、
と
い
う
３
点
を
重
視
す
る
向
き
が
多

い（
な
お
、
上
記（
１
）～（
３
）の
順
位
は
各

世
代
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
）。
上
記

３
点
の
中
で
、
安
倍
政
権
は
、（
１
）
に
は

「
働
き
方
改
革
」、（
２
）に
は
「
人
づ
く
り
革

命
」
を
中
心
と
す
る
処
方
箋
を
既
に
講
じ

て
い
る
の
で
、
今
後
は
「（
３
）国
や
地
方
の

財政再建への取り組みを

　　　　　　　　強化せよ

時
代

読

説

を

く

みツ
ボ
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事業所名 役　　職 代表者名 所在地 業　　種

株式会社ステップワーク

代　　　表

代表取締役

オ ー ナ ー

代表取締役

代表取締役

前田　悦子

森下　幸司

髙谷　幸彦

成田　孝悦

下星　　淳

宮本町

港緑町

三田町

大阪市西区

靭本町

泉佐野市

高松東

社会保険労務士事務所

電気工事業

建設業

タピオカドリンク＆

クレープの販売

コンピュータ

ソフトウェア開発

サービス

建設

サービス

サービス

建設

前田悦子社会保険

労務士事務所

ジェラフル

岸和田カンカン店

株式会社成田

システム研究所

株式会社モリシン

電気設備

事業主の皆様へ
６月は「外国人労働者問題啓発月間」です。

ハローワーク岸和田（岸和田公共職業安定所）

外国人労働者の適正な雇用・労働条件の確保と不法就労の防止にご理解と
ご協力をお願いします。
届出漏れがありませんか？外国人（特別永住者を除く）の雇入れ及び離職の
際には　「外国人雇用状況の届出」が義務付けられています。
詳しくは下記まで、お気軽にお問い合わせ願います。

〒５９６－０８２６　岸和田市作才町１２６４
℡　０７２－４３１－５５４１　（部門コード３１＃）

岸和田警察署
〒５９６－０８２６　岸和田市作才町１－１－３６
℡　０７２－４３９－１２３４

熊谷 亮丸（くまがい みつまる）

株式会社大和総研

常務取締役 調査本部副本部長 チーフエコノミスト

財務省、総務省、内閣官房、内閣府、参議院など

の公職を歴任。２０１８年より経済同友会幹事。

２０１１年より株式会社財界研究所「財界賞・経

営者賞」選考委員会　選考委員。

　
最
近
、
筆
者
は
政
府
や
自
民
党
に
対
し

て
、「
日
本
経
済
と
財
政
健
全
化
に
つ
い

て
」と
い
う
演
題
で
、
財
政
再
建
に
関
す
る

政
策
提
言
を
行
う
機
会
に
恵
ま
れ
た
。

　
３
月
１
日
に
は
、
自
民
党
本
部
で
開
催

さ
れ
た
「
財
政
再
建
に
関
す
る
特
命
委
員

会
」
に
お
招
き
い
た
だ
い
た
。同
委
員
会
に

は
岸
田
文
雄
委
員
長
（
自
由
民
主
党
　
政

務
調
査
会
長
）、
額
賀
福
志
郎
座
長
を
中
心

に
、
多
く
の
閣
僚
経
験
者
が
参
加
さ
れ
た
。

３
月
14
日
に
は
、
財
務
大
臣
の
諮
問
機
関

で
あ
る
「
財
政
制
度
等
審
議
会
」
に
お
い

て
、お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
効
果
も
あ
り
、
日
本

経
済
が
着
実
な
回
復
軌
道
を
た
ど
る
一
方

で
、
財
政
健
全
化
の
進
展
は
想
定
と
比
べ

て
遅
れ
気
味
で
あ
る
。
安
倍
政
権
は

２
０
１
８
年
３
月
に
、
20
年
度
に
か
け
て

実
施
す
る
「
経
済
・
財
政
一
体
改
革
」
の
中

間
評
価
を
公
表
し
た
。
政
府
の
財
政
健
全

化
計
画
で
は
、「
基
礎
的
財
政
収
支
（
国
債

発
行
に
よ
る
借
金
を
除
い
た
税
収
な
ど
正

味
の
歳
入
と
、
借
金
返
済
の
た
め
の
元
利

払
い
を
除
い
た
歳
出
の
収
支
）
の
赤
字
を

18
年
度
に
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ（
国
内
総
生
産
）
比

で
１
％
程
度
に
引
き
下
げ
る
」
こ
と
を
目

指
し
て
き
た
が
、
18
年
度
の
見
通
し
は
２
．

９
％
と
目
標
の
水
準
よ
り
大
幅
に
悪
化
し

た
。「
20
年
度
に
基
礎
的
財
政
収
支
黒
字

化
」
と
い
う
財
政
健
全
化
目
標
の
達
成
は

困
難
と
な
り
、
安
倍
政
権
は
、
18
年
の
夏
ご

財
政
状
況
の
悪
化
」
か
ら
生
じ
る
国
民
の

将
来
不
安
を
解
消
す
る
べ
く
、
財
政
再
建

へ
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
こ
と
が
必
要

と
な
る
。

　
大
和
総
研
が
、
経
済
協
力
開
発
機
構

（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
30
カ
国
に
お
け
る
政
府
債
務

残
高
対
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
の
変
化
が
１
人
当

た
り
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
に
与
え
る
影
響

を
試
算
し
た
と
こ
ろ
、「
政
府
債
務
残
高
対

名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
が
１
０
４
％
を
超
え
る
と

成
長
率
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
る
」可

能
性
が
示
唆
さ
れ
た
。現
在
、
日
本
の
政
府

債
務
残
高
対
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
２
０
０
％

を
超
え
て
お
り
、
も
し
現
在
の
比
率
を

10
％
ポ
イ
ン
ト
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
１
人
当
た
り
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
を

０
．
２
９
％
ポ
イ
ン
ト
改
善
で
き
る
計
算

と
な
る
。

　
具
体
的
に
は
、
近
年
わ
が
国
で
は
将
来

不
安
が
貯
蓄
率
を
押
し
上
げ
て
お
り
、
中

長
期
的
に
見
れ
ば
、
財
政
再
建
へ
の
取
り

組
み
を
受
け
て
、
個
人
の
お
金
が
貯
蓄
か

ら
消
費
に
回
る
こ
と
な
ど
を
通
じ
て
、
個

人
消
費
が
活
性
化
す
る
公
算
が
大
き
い
。

　
以
上
の
議
論
を
踏
ま
え
て
、
政
策
当
局

に
は
、
国
民
に
対
し
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誠
意
を
持
っ
て
わ

が
国
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
説
明
す
る
と

同
時
に
、
子
や
孫
の
世
代
へ
の
負
担
の
先

送
り
を
避
け
る
べ
く
、
粘
り
強
く
財
政
再

建
へ
の
理
解
を
求
め
て
い
く
姿
勢
が
期
待

さ
れ
よ
う
。

ろ
ま
で
に
、
新
た
な
財
政
健
全
化
計
画
を

示
す
方
針
で
あ
る
。

　
健
全
な
財
政
状
況
は
、
中
長
期
的
に
持

続
可
能
な
（
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
）
経
済
成
長
を

実
現
す
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
。

　
そ
も
そ
も
、
財
政
赤
字
の
積
み
上
が
り

は
、（
１
）
将
来
世
代
へ
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負
担
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転
嫁
、

（
２
）
国
債
費
増
加
に
よ
る
財
政
の
硬
直
化

（
構
造
調
整
の
遅
れ
）、（
３
）「
ク
ラ
ウ
デ
ィ

ン
グ
・
ア
ウ
ト
（
大
量
の
国
債
発
行
に
よ

り
金
利
が
上
昇
し
、
民
間
の
経
済
活
動
が

抑
制
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
）」
の
発
生
、

（
４
）
悪
性
の
イ
ン
フ
レ
や
円
安
の
進
行
、

な
ど
の
ル
ー
ト
を
通
じ
て
経
済
に
甚
大
な

悪
影
響
を
及
ぼ
す
。
こ
う
し
た
財
政
赤
字

の
弊
害
を
踏
ま
え
た
上
で
、
経
済
成
長
と

財
政
再
建
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
取
り
組
む
こ

と
が
肝
要
で
あ
る
。
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ら
に
、「
国
民
の
将
来
不
安
の
解
消
」

と
い
う
観
点
か
ら
も
、
財
政
再
建
へ
の
取

り
組
み
は
極
め
て
重
要
だ
。
内
閣
府
の
調

査
に
よ
れ
ば
、
国
民
の
間
で
は
「
将
来
不

安
」の
要
因
と
し
て
、（
１
）雇
用
状
況
の
悪

化
、（
２
）子
育
て
、
教
育
に
対
す
る
負
担
の

増
加
、（
３
）
国
や
地
方
の
財
政
状
況
の
悪

化
、
と
い
う
３
点
を
重
視
す
る
向
き
が
多

い（
な
お
、
上
記（
１
）～（
３
）の
順
位
は
各

世
代
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
）。
上
記

３
点
の
中
で
、
安
倍
政
権
は
、（
１
）
に
は

「
働
き
方
改
革
」、（
２
）に
は
「
人
づ
く
り
革

命
」
を
中
心
と
す
る
処
方
箋
を
既
に
講
じ

て
い
る
の
で
、
今
後
は
「（
３
）国
や
地
方
の

財政再建への取り組みを

　　　　　　　　強化せよ

時
代

読
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を
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インフォメーション

　
あ
な
た
の「
こ
こ
ろ
」は
健
康
で
す
か
？

「
こ
こ
ろ
の
病
」
は
、
誰
で
も
か
か
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　「
こ
こ
ろ
」
と
「
か
ら
だ
」
の
健
康
を
向
上

さ
せ
る
た
め
に
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

「
栄
養
」、
適
度
な
「
運
動
」に
加
え
て
、
心
身

の
疲
労
回
復
と
充
実
し
た
人
生
を
目
指
す

「
休
養
・
睡
眠
」が
必
要
で
す
。

　
よ
い
眠
り
と
は
、
毎
日
ほ
ぼ
同
じ
時
刻

に
す
っ
き
り
目
が
覚
め
、
日
中
も
あ
ま
り

眠
気
を
感
じ
な
い
こ
と
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
大
阪
府
岸
和
田
保
健
所 

企
画
調
整
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
７
２-

４
２
２-

５
６
８
２

　
休
日
の
朝
寝
は
、
平
日
の
寝
不
足
の

借
金
を
返
し
て
い
る
だ
け
で
、
平
日
は

睡
眠
不
足
状
態
な
の
で
す
。

寝
だ
め
は
で
き
ま
せ
ん
！

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

「
ね
む
り
の
健
康
づ
く
り
」

睡眠不足度をチェック

参考：スタンレー・コレン著「睡眠不足は危険がいっぱい」文芸春秋（1996年）

３個以上で睡眠不足の注意信号、６個以上で睡眠不足に警告信号です。

１．毎朝起きるとき、複数の目覚まし時計が必要ですか？

２．朝起きるとき、いつも布団から出るまで苦労しますか？

３．座って本を読んだり、テレビを見ているときに、非常に眠くなることがありますか？

４．会議中や、何かの集まりや講演会、あるいは映画館で、眠くなることが多いですか？

５．飛行機・電車・バス・自動車などに１時間以上乗っていると非常に眠くなったり、

　 居眠りをしてしまいますか？

６．昼間に、コーヒーあるいはお茶（カフェインを含むもの）を、４杯以上飲みますか？

７．以前より気力がないと感じたり、細かな仕事や家事がおっくうになることが多くなっ

　 たと思いますか？

８．ビールやワインその他のアルコール飲料を少し飲むと、よく眠れる気がしますか？

９．休日には、いつもより長く眠りますか？

よいねむりのコツ

・毎朝（休日も）なるべく同じ時刻に起床しましょう。

・午前中に日光を浴び、日中は活動的に過ごしましょう。

・昼寝はなるべく控えましょう。

　どうしても必要な場合、12～15時の間に30分以下にすること。

・寝酒は睡眠を浅くしたり、睡眠を悪化させるので逆効果！

・カフェインを含むものは、夕方以降は控えるよう心がけましょう。

・布団の中で、本・テレビ・スマホは見ないで、寝室は眠るために使いましょう。

・寝床に入る２～３時間前には、頭やこころを使う作業を終えてリラックスしましょう。

栄養 運動

休養・睡眠休養・睡眠
心身の健康

貸会議室のご案内

※営利目的での使用の場合、室の使用料は基本料金と同額を加算した額とします。
　尚使用内容によっては、お貸しできない場合があります。

上記お問い合わせ：（072）439-5023　　岸和田商工会議所　貸室担当まで

※　産業会館利用の際、使用内容によっては、お貸しできない場合があります。また、市外営利目的の場合は、大阪府内の方に限ります。

上記お問い合わせ：（072）439-5287　　岸和田市立産業会館　貸室担当まで

◆産業会館（２Ｆ　集会室） 【単位：円　　消費税込】

定　　員 ㎡

内
市 基本料金 6,000 9,000 11,000 14,000 19,000 25,000

210 名
（座席のみの場合

　４００名）
356 ㎡

営利料金 12,000 18,000 22,000 28,000 38,000 50,000

外
市 基本料金 9,000 13,500 16,500 21,000 28,500 37,500

営利料金 15,000 22,500 27,500 35,000 47,500 62,500

冷房使用料 7,000 7,000 7,000 14,000 14,000 21,000

暖房使用料 10,000 10,000 10,000 20,000 20,000 30,000

◆産業会館（２Ｆ　小会議室） 【単位：円　　消費税込】

定　　員 ㎡

内
市 基本料金 1,200 1,800 2,200 2,800 3,800 5,000

12 名 31 ㎡

営利料金 2,400 3,600 4,400 5,600 7,600 10,000

外
市 基本料金 1,800 2,700 3,300 4,200 5,700 7,500

営利料金 3,000 4,500 5,500 7,000 9,500 12,500

冷暖房使用料 1,000 1,000 1,000 2,000 2,000 3,000

◆産業会館（３Ｆ　大会議室） 【単位：円　　消費税込】

定　　員 ㎡

内
市 基本料金 2,000 3,000 3,700 4,800 6,500 8,500

90 名
（座席のみの場合

　150 名）
136 ㎡

営利料金 4,000 6,000 7,400 9,600 13,000 17,000

外
市 基本料金 3,000 4,500 5,550 7,200 9,750 12,750

営利料金 5,000 7,500 9,250 12,000 16,250 21,250

冷暖房使用料 3,000 3,000 3,000 6,000 6,000 9,000

◆商工会議所 【単位：円　　消費税込】

定　　員 ㎡

室
修
研
Ｆ
２ 室　料 2,050 3,080 4,110 4,930 6,680 8,740

46 名 81㎡
冷暖房
使用料 2,050 2,050 4,110 3,080 6,170 8,220

室
議
会
３
第
Ｆ
３

室　料 1,230 1,850 3,080 2,880 3,900 5,140

24 名 25㎡
冷暖房
使用料 1,020 1,020 2,050 1,540 3,080 4,110
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４．会議中や、何かの集まりや講演会、あるいは映画館で、眠くなることが多いですか？

５．飛行機・電車・バス・自動車などに１時間以上乗っていると非常に眠くなったり、

　 居眠りをしてしまいますか？

６．昼間に、コーヒーあるいはお茶（カフェインを含むもの）を、４杯以上飲みますか？

７．以前より気力がないと感じたり、細かな仕事や家事がおっくうになることが多くなっ

　 たと思いますか？

８．ビールやワインその他のアルコール飲料を少し飲むと、よく眠れる気がしますか？

９．休日には、いつもより長く眠りますか？

よいねむりのコツ

・毎朝（休日も）なるべく同じ時刻に起床しましょう。

・午前中に日光を浴び、日中は活動的に過ごしましょう。

・昼寝はなるべく控えましょう。

　どうしても必要な場合、12～15時の間に30分以下にすること。

・寝酒は睡眠を浅くしたり、睡眠を悪化させるので逆効果！

・カフェインを含むものは、夕方以降は控えるよう心がけましょう。

・布団の中で、本・テレビ・スマホは見ないで、寝室は眠るために使いましょう。

・寝床に入る２～３時間前には、頭やこころを使う作業を終えてリラックスしましょう。

栄養 運動

休養・睡眠休養・睡眠
心身の健康

貸会議室のご案内

※営利目的での使用の場合、室の使用料は基本料金と同額を加算した額とします。
　尚使用内容によっては、お貸しできない場合があります。

上記お問い合わせ：（072）439-5023　　岸和田商工会議所　貸室担当まで

※　産業会館利用の際、使用内容によっては、お貸しできない場合があります。また、市外営利目的の場合は、大阪府内の方に限ります。

上記お問い合わせ：（072）439-5287　　岸和田市立産業会館　貸室担当まで

◆産業会館（２Ｆ　集会室） 【単位：円　　消費税込】

定　　員 ㎡

内
市 基本料金 6,000 9,000 11,000 14,000 19,000 25,000

210 名
（座席のみの場合

　４００名）
356 ㎡

営利料金 12,000 18,000 22,000 28,000 38,000 50,000

外
市 基本料金 9,000 13,500 16,500 21,000 28,500 37,500

営利料金 15,000 22,500 27,500 35,000 47,500 62,500

冷房使用料 7,000 7,000 7,000 14,000 14,000 21,000

暖房使用料 10,000 10,000 10,000 20,000 20,000 30,000

◆産業会館（２Ｆ　小会議室） 【単位：円　　消費税込】

定　　員 ㎡

内
市 基本料金 1,200 1,800 2,200 2,800 3,800 5,000

12 名 31 ㎡

営利料金 2,400 3,600 4,400 5,600 7,600 10,000

外
市 基本料金 1,800 2,700 3,300 4,200 5,700 7,500

営利料金 3,000 4,500 5,500 7,000 9,500 12,500

冷暖房使用料 1,000 1,000 1,000 2,000 2,000 3,000

◆産業会館（３Ｆ　大会議室） 【単位：円　　消費税込】

定　　員 ㎡

内
市 基本料金 2,000 3,000 3,700 4,800 6,500 8,500

90 名
（座席のみの場合

　150 名）
136 ㎡

営利料金 4,000 6,000 7,400 9,600 13,000 17,000

外
市 基本料金 3,000 4,500 5,550 7,200 9,750 12,750

営利料金 5,000 7,500 9,250 12,000 16,250 21,250

冷暖房使用料 3,000 3,000 3,000 6,000 6,000 9,000

◆商工会議所 【単位：円　　消費税込】

定　　員 ㎡

室
修
研
Ｆ
２ 室　料 2,050 3,080 4,110 4,930 6,680 8,740

46 名 81㎡
冷暖房
使用料 2,050 2,050 4,110 3,080 6,170 8,220

室
議
会
３
第
Ｆ
３

室　料 1,230 1,850 3,080 2,880 3,900 5,140

24 名 25㎡
冷暖房
使用料 1,020 1,020 2,050 1,540 3,080 4,110
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情報box情報box ハローワーク岸和田
●求人数・求職者数の状況
2018年4月

職業計

職業計

専門的・技術的職業
事務的職業
販売の職業
サービスの職業
保安の職業
生産工程の職業
輸送・機械運転の職業
建設・採掘の職業
運搬・清掃等の職業

2,813

624

281

229

526

34

343

223

289

237

一　般 パート
有効求人

一　般 パート
有効求職

一　般 パート
有効求人倍率

2,139

397

274

109

636

105

255

58

8

287

2,583

301

709

176

263

14

191

133

42

513

1,443

132

319

79

171

6

41

13

3

525

1.09

2.07

0.40

1.30

2.00

2.43

1.80

1.68

6.88

0.46

1.48

3.01

0.86

1.38

3.72

17.50

6.22

4.46

2.67

0.55

ハローワーク岸和田

●求人賃金・求職賃金の状況

★ハローワーク岸和田　Tel　072-431-5541

2018年4月

専門的・技術的職業
事務的職業
販売の職業
サービスの職業
保安の職業
生産工程の職業
輸送・機械運転の職業
建設・採掘の職業
運搬・清掃等の職業

256,729

260,687

225,821

303,841

236,113

243,500

243,358

291,192

338,797

221,230

上限 下限
求人募集賃金

常用フルタイム

希望賃金
求職者

203,090

215,360

188,392

234,982

194,360

222,197

180,717

228,595

204,333

178,599

207,879

215,938

186,319

240,811

191,515

174,000

214,545

250,000

237,857

205,138

1,134

1,484

1,028

993

1,057

982

963

1,031

940

下限上限
求人募集賃金

常用的パート

希望賃金
求職者

1,033

1,285

966

949

954

949

922

1,005

904

955

1,169

926

916

940

940

911

1,030

918

ハローワーク岸和田

「就職差別撤廃月間」と
「外国人労働者問題啓発月間」です。

ご存知ですか？

6月は
大阪府では、６月を「就職差別撤廃月間」と定めております。

「しない、させない就職差別」を基本に、公正な採用選考制度の
確立のため集中的な周知・啓発活動を行います。
厚生労働省では、毎年６月を「外国人労働者問題啓発月間」と定
めております。
外国人雇用はルールを守って適正に行い、外国人が能力の発
揮できる適切な人事管理・就労環境の確立と、雇入れ、離職時の
届出は事業主の責務になりますので、よろしくお願いします。

ご存知ですか？
採用面接で聞かれた
その質問、実は…
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情報box情報box ハローワーク岸和田
●求人数・求職者数の状況
2018年4月

職業計

職業計

専門的・技術的職業
事務的職業
販売の職業
サービスの職業
保安の職業
生産工程の職業
輸送・機械運転の職業
建設・採掘の職業
運搬・清掃等の職業

2,813

624

281

229

526

34

343

223

289

237

一　般 パート
有効求人

一　般 パート
有効求職

一　般 パート
有効求人倍率

2,139

397

274

109

636

105

255

58

8

287

2,583

301

709

176

263

14

191

133

42

513

1,443

132

319

79

171

6

41

13

3

525

1.09

2.07

0.40

1.30

2.00

2.43

1.80

1.68

6.88

0.46

1.48

3.01

0.86

1.38

3.72

17.50

6.22

4.46

2.67

0.55

ハローワーク岸和田

●求人賃金・求職賃金の状況

★ハローワーク岸和田　Tel　072-431-5541

2018年4月

専門的・技術的職業
事務的職業
販売の職業
サービスの職業
保安の職業
生産工程の職業
輸送・機械運転の職業
建設・採掘の職業
運搬・清掃等の職業

256,729

260,687

225,821

303,841

236,113

243,500

243,358

291,192

338,797

221,230

上限 下限
求人募集賃金

常用フルタイム

希望賃金
求職者

203,090

215,360

188,392

234,982

194,360

222,197

180,717

228,595

204,333

178,599

207,879

215,938

186,319

240,811

191,515

174,000

214,545

250,000

237,857

205,138

1,134

1,484

1,028

993

1,057

982

963

1,031

940

下限上限
求人募集賃金

常用的パート

希望賃金
求職者

1,033

1,285

966

949

954

949

922

1,005

904

955

1,169

926

916

940

940

911

1,030

918

ハローワーク岸和田

「就職差別撤廃月間」と
「外国人労働者問題啓発月間」です。

ご存知ですか？

6月は
大阪府では、６月を「就職差別撤廃月間」と定めております。

「しない、させない就職差別」を基本に、公正な採用選考制度の
確立のため集中的な周知・啓発活動を行います。
厚生労働省では、毎年６月を「外国人労働者問題啓発月間」と定
めております。
外国人雇用はルールを守って適正に行い、外国人が能力の発
揮できる適切な人事管理・就労環境の確立と、雇入れ、離職時の
届出は事業主の責務になりますので、よろしくお願いします。

ご存知ですか？
採用面接で聞かれた
その質問、実は…
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法事・同窓会・各種宴会・慶事・最大60名
地車入魂式・出張パーティー・宅配プラン

無料送迎バス・法要ルーム完備・カラオケ設備

岸和田市包近町748-１
0120-43-2312
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